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 2015年度北海道新幹線「（仮称）奥津軽駅」開業！

580

今別の秋の味覚が大集結　　　　　　

いまべつ秋まつり

　

９
月
12
日
、
青
森
市
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

全
国
山
林
種
苗
協
同
組
合
連
合
会
（
全
苗
連
）

の
全
国
大
会
に
お
い
て
、
優
れ
た
苗
木
の
育
苗

に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
相
内
長
男
さ
ん
（
鍋

田
）
が
山
林
種
苗
等
生
産
事
業
功
労
表
彰
・
林

野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

相
内
さ
ん
は
育
苗
を
始
め
て
50
年
に
な
り
、

今
ま
で
に
は
大
臣
表
彰
な
ど
も
受
賞
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
長
年
の
功
績
が
表
彰
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
相
内
さ
ん
は
、「
失
敗
や
苦
労
も

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
評
価
さ
れ
て

嬉
し
い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
、嶋
中
幸
男
氏
（
鍋
田
・

62
歳
）
と
田
中
裕
文
氏
（
大
川
平
・

62
歳
）
に
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本

部
長
よ
り
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
両
氏
と

も
継
続
で
委
嘱
さ
れ
、
委
嘱
期
間
は

委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間
で
す
。

相
内
長
男
さ
ん
が
功
労
者
表
彰

�

～
全
苗
連
全
国
大
会
～
　

　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た
「
い

ま
べ
つ
秋
ま
つ
り
」
が
10
月
14
日
、

海
峡
あ
す
な
ろ
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

明
け
方
の
雨
に
よ
り
少
し
肌
寒

い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
会
場
の
熱
気
に
押
さ
れ
、
昼

ご
ろ
に
は
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
秋
の
味
覚
が
目
白
押
し

で
、
今
別
牛
・
海
峡
マ
グ
ロ
の
販

売
、
牛
鍋
試
食
会
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
詰
め
放
題
の
ほ
か
、
会
場
を
取

り
囲
む
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
テ
ン

ト
に
は
、
町
内
外
の
団
体
が
出
店

し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
料
理
、
野

菜
や
果
物
、
工
芸
品
や
加
工
品
が

並
べ
ら
れ
、
買
い
求
め
る
人
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ

た
今
別
中
学
校
生
徒
に
よ
る
荒
馬

の
ほ
か
、
今
別
荒
馬
保
存
会
、
大

川
平
荒
馬
保
存
会
も
荒
馬
で
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

去
年
に
引
き
続
き
黒
石
八
郎

シ
ョ
ー
も
大
好
評
で
、
笑
い
声
が

飛
び
交
い
、
大
正
琴
や
津
軽
三
味

線
、
歌
謡
シ
ョ
ー
も
会
場
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
締
め
く
く
り
に
は
恒

例
の
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
大
盛

況
の
ま
ま
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

委嘱を受けた田中裕文氏（左）と嶋中幸男氏（右）

自衛官募集相談員の紹介

受賞を喜ぶ相内さん

マグロ解体・即売も大盛況！

一球入魂かぼちゃを使った料理のＰＲも
行われました　　　　　　　　　　　　

サツマイモの詰め放題に大興奮 !?

大いに笑った黒石八郎ショー様々な催し物に笑顔もあふれます秋空の下、大正琴の音色も響き渡ります

200人分用意した牛鍋もあっという間に
売り切れました　　　　　　　　　　　

秋の恵みに乾杯～！

まつりに欠かせない荒馬も会場を盛り上げてくれました（左から今別荒馬保存会、今別中学校生徒、大川平荒馬保存会）

来年もまた来てね～♪
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歳入
2,748,994千円
（100％）

繰越金
97,702（3.6％）

諸収入
69,866（2.5％）

自動車取得税交付金
　4,651（0.2％）
地方特例交付金
　4,503（0.2％）

地方譲与税
　  21,617（0.8％）
利子割交付金
　  　 431（0.0％）
配当割交付金
　  　 172（0.0％）
株式等譲渡所得交付金
　  　   33（0.0％）
地方消費税交付金
　  26,696（1.0％）

県支出金
158,267（5.8％）

地方交付税
1,479,557（53.8％）
地方交付税
1,479,557（53.8％）

国庫支出金
225,846
（8.2％）

国庫支出金
225,846
（8.2％）

町債
232,301（8.5％）

町税
229,555（8.4％）

分担金及び負担金
6,138（0.2％）

使用料及び手数料
17,608（0.6％）

財産収入   5,944（0.1％）
寄附金　  266（0.0％）

繰入金
167,841（6.1％）

自
主

財
源

自
主

財
源

依

存

財
源

依

存

財
源

決 算 報 告
　「財政健全化計画」実施の中で、平成23年

度（H23.４.１～H24.３.31）に町にはどのよう

なお金が入り、私たちの暮らしや町づくりに

どのように使われたのかお知らせします。

　実質収支額とは、歳入から歳出を差し引き、翌

年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもので、そ

の年度の実質的な赤字、黒字を示します。

平成23年度の主な事業

●村元大川平線外舗装補修工事� ６８,３７２千円
●公共用バス待機場整備事業� ５０,５５３千円
●浜名中宇田1号線外融雪溝整備事業　
� ４１,７６５千円
●青森県介護基盤緊急設備特別対策事業
� ３２,４００千円
●ねぶた小屋建設工事� ９,７７５千円

会計別歳入歳出決算額
会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一　 般　 会　 計 2,748,994 2,574,537 174,457

特

別

会

計

国 保 事 業 544,193 529,375 14,818
国 保 診 療 149,886 141,746 8,140
老 人 保 健 148 70 78
後期高齢者医療 42,938 42,196 742
介 護 事 業 428,624 407,534 21,090
介 護 サ ー ビ ス 23,833 18,162 5,671
水 道 事 業 120,316 147,438 ▲ 27,122
小 　 　 　 計 1,309,938 1,286,521 23,417
合　　　計 4,058,932 3,861,058 197,874

単位：千円

歳　入

（歳出決算額）

25億7,453万７千円

【歳　入】

　一般会計の歳入総額27億４千８百99万４千円で前年度より６千78万２千
円（２. ２％減）の減額決算となりました。国庫支出金や地方交付税、町
債等の依存財源が大きく減少しました。町税、繰入金、諸収入など自主財
源は増加し、全体を占める割合も21. ６％と昨年度より６. ２ポイントの増
となりました。

【参考】　町税の内訳

・町　民　税　　72,101千円
・固定資産税　131,962千円
・軽自動車税　　6,364千円
・町たばこ税　　19,128千円
　　合　計� 229,555千円

平成23年度に整備された公共用バス待機場

（一般会計歳入決算額）

27億4,899万４千円

実質収支額

１億7,258万５千円

－ ＝
（歳入歳出差引額）

１億7,445万７千円

（翌年度への繰越）

187万２千円
（歳入歳出差引額）

１億7,445万７千円 － ＝

依存財源･･･国や県の基準に基づき、交付される町の収入です。
自主財源･･･町が自主的に収入できる財源です。

＜単位：千円＞
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民生費
512,286（19.9%）
民生費
512,286（19.9%）

総務費
528,003（20.5％）
総務費
528,003（20.5％）

議会費
47,193 （1.8％）

衛生費
234,345（9.1％）
労働費
1,731（0.1％）

農林水産業費
115,738（4.5％）

商工費
51,930（2.0％）

土木費
213,887（8.3％）

消防費
147,257 （5.7％）

教育費
167,894（6.5％）

公債費
474,240（18.4％）

諸支出金
79,015（3.1.％）

災害復旧費
1,018（0.1％）

歳出
2,574,537千円
（100％）

【歳　出】

　一般会計の歳出総額は前年度より４千５百53万７千円減（▲１．６％減）の25億７千４百53万７千

円となりました。減少の要因としては地域情報通信基盤整備事業、役場補修工事終了による総務費の

減、簡易水道会計繰出金による衛生費の減、浜名地区パイプハウス建設工事の終了、漁港漁場整備事

業負担金による農林水産業費の減、防災情報ネットワーク整備負担金の終了による消防費の減、雷被

害による今別小学校暖房機集中抑制基盤整備事業の終了による教育費の減が主な要因です。

固定資産税� 40,134円

町　民　税　� 21,929円

町たばこ税　� 1,936円

軽自動車税　� 5,818円

総　務　費� 160,585円

民　生　費� 155,805円

公　債　費� 144,234円

衛　生　費� 71,273円

うち広域事務組合分
（ゴミ、し尿、斎場）� （37,174円）

教　育　費� 51,063円

土　木　費� 65,051円

消　防　費� 44,786円

農林水産業費� 35,200円

諸 支 出 金� 24,031円

商　工　費� 15,794円

議　会　費� 14,353円

災害復旧費� 310円

労　働　費� 526円

１．健全化判断比率（実質赤字比率の「－」表示は、黒字を表します）

区　　　　分
平成23年度

決　算　比　率

平成22年度

決　算　比　率

早期健全化基準

（黄色信号）

財政再生基準

（赤信号）

①実質赤字比率 － － 15.00% 20.00%

②連結実質赤字比率 － － 20.00% 40.00%

③実質公債費比率 14.70% 12.60％ 25.00% 35.00%

④将来負担比率 121.60% 136.40％ 350.00% 　

２．資金不足比率

特　別　会　計　名
決　算　比　率

（23年度）

決　算　比　率

（22年度）
経営健全化基準

今別地区簡易水道事業会計 － － ２０．０％

一般会計を町民１人当たりにすると
（平成24年３月末人口3,288人より算出）

納 め た お 金
69,817円

使 わ れ た お 金
783,011円

歳　出

「健全化判断比率」と
　　　　「資金不足比率」

　平成19年６月に「地方公共団体

の財政の健全化に関する法律」が

公布され、この法律に基づき、毎

年度、「健全化判断比率」及び「資

金不足比率」を算定し、町監査委

員の審査を受け、その意見をつけ

て町議会に報告し、町民の皆さん

にこれらの比率を公表することが

義務付けられました。

　平成23年度決算に基づき算定さ

れた今別町の健全化判断比率と資

金不足比率は、すべて基準を下回

りました。

平 成 23 年 度

＜単位：千円＞
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㊗ 生きがい健康づくりと敬老の集い 　

公
民
館
ま
つ
り

　

９
月
22
日
、
今
別
中
央
公
民
館
に
お

い
て
今
別
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

（
澤
田
田
鶴
子
会
長
）
主
催
に
よ
る
第

３
回
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
よ
さ
こ
い
に
始
ま

り
、「
音
楽
の
つ
ど
い
」
と
し
て
、
大

正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
ピ
ア
ノ
や
テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
生
け
花
、
裂
き
織
り
、

小
学
生
の
書
道
や
絵
画
な
ど
が
展
示
さ

れ
た
ほ
か
、
食
堂
や
茶
道
コ
ー
ナ
ー
、

輪
投
げ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
館
内

は
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
回
は
小
学
生
に
よ
る
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
ダ
ン
ス
に
来
場
者
か
ら

ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

10
月
7
日
、
正
行
寺
で
行
わ
れ
た
親
鸞
７
５
０
回
忌
御
遠
忌
に

伴
い
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約
30
名
の
子
ど
も
た
ち
は
、
稚
児
装
束
に
身
を
包

み
、
化
粧
を
施
し
、
僧
侶
に
続
い
て
正
行
寺
を
出
発
し
、
保
護
者

に
手
を
引
か
れ
て
寺
町
か
ら
旧
青
銀
前
を
通
り
後
町
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　

き
ら
び
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
わ
が
子
の
思
い
出
を
残
そ

う
と
、
保
護
者
は
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
、
今
別
町
日
赤
奉
仕
団
（
約
30
名
）
と

今
別
保
育
園
園
児
（
26
名
）
が
海
峡
あ
す
な
ろ
公
園

に
お
い
て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
始
め
に
秋
ま
つ

り
会
場
で
あ
る
あ
す
な
ろ
公
園
の
ご
み
拾
い
を
行

い
、
そ
の
後
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
お
互
い

に
踊
り
の
披
露
を
し
て
、
最
後
は
昼
食
を
食
べ
て
日

程
を
終
了
し
ま
し
た
。

厳
か
で
晴
れ
や
か
な
稚
児
行
列

今別町日赤奉仕団と　　　　
　　　　今別保育園の交流会

園児の遊戯に顔もほころびます 金婚式を迎えた工藤夫婦米寿の表彰を受ける中島さん

　

９
月
20
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、「
生
き
が
い
健
康
づ
く
り
と

敬
老
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
鹿
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
敬
老
の
集
い
部
門
と
生
き
が
い

健
康
づ
く
り
部
門
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
食
べ
る
を
支
え
る
口

腔
ケ
ア
」
と
題
し
、
青
森
県
歯
科
衛

生
士
会
の
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
演

や
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
今

別
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
遊
戯
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
舞
踊

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
は
拍

手
や
笑
い
声
が
飛
び
交
い
、
会
場
は

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

�

（
表
中
敬
称
略
）

今別町長寿者番付表
《男　性　部　門》　　　Ｈ24. ９. １現在

順位 長寿者氏名 年齢 地区名

１ 田　中　久次郎 99 大 川 平

２ 吉　田　太　助 98 大 　 泊

３ 梅　田　清　二 96 西 　 田

３ 佐　藤　忠　衛 93 大 川 平

５ 泉　谷　由　吉 92 大 川 平

《女　性　部　門》

順位 長寿者氏名 年齢 地区名

１ 川　村　や　な 97 西 　 田

２ 鈴　木　ツ　セ 97 なかやま荘

３ 嶋　中　ミ　キ 97 大 川 平

４ 大　澗　つ　ま 96 大 川 平

５ 澤　田　な　さ 96 浜 　 名 今別町保健協力員功労賞　� ◎綱不知　田　中　初　惠　

金婚者（婚姻50年）　
◎今　別　工藤正春　タ　ケ
◎二　股　大岩福治　美惠子
◎鍋　田　高橋一郎　一　子

ダイヤモンド婚者（婚姻60年）
◎浜　名　新井田利一郎
　　　　　　　　サ　ダ

米寿者（88歳）30名　
◎今　　　別　村　上　イ　ツ
　� 野　土　か　な
　� 田　中　　　薫
　� 戸　嶋　タ　マ
　� 嶋　中　な　よ
　� 藤　田　勝　男
◎団　　　地　濱　田　静　枝
　� 仙　徳　吉　雄
◎なかやま荘�　藤　巻　ときえ
◎西　　　田　阿　部　よ　こ
　� 平　山　欽　也
◎浜　　　名　澤　田　はつえ
　� 沢　田　利　照
　� 相　内　キ　ソ

◎大川平　小　川　れ　い
　� 高　桑　う　め
　� 唐　川　し　ぎ
　� 平　山　つ　る
� 　野土谷　イ　ヨ
◎二　股　鈴　木　峰太郎
　� 小　鹿　きみ江
◎鍋　田　相　内　キ　ミ
◎村　元　佐々木　し　ま
　� 中　島　春　美
◎大　泊　吉　田　幸　夫
　� 中　島　ときゑ
◎袰　月　小　倉　セ　ツ
◎砂ヶ森　蝦　名　豊　一
　� 鈴　木　き　な
◎綱不知　秋　田　冨士江

奉仕団員に優しく教えてもらいました

「なかなか届かないよ～」

子どもたちに大人気の輪投げコーナー 美声を披露したコーラス隊

催し物を楽しむ来場者
息の合った見事なダンスを披露して
くれた小学生のストリートダンス
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国民年金保険料のご案内を
民間委託しています

母子・寡婦福祉資金の貸付予約の受付

　日本年金機構では、国民年金保険料の納め忘れの方に対して、
電話や戸別訪問による納付のご案内や免除等の申請手続きのご
案内を民間事業者へ委託しています。
《委託期間：平成24年10月から平成25年１月まで》

ご案内させていただく委託事業者（青森年金事務所管内）

東京ソフト㈱
お問い合わせ先　　0570－066－107

（ＰＨＳ・ＩＰ電話からは　03－6801－6334）

振り込め詐欺などにご注意！
○�委託事業者は、日本年金機構が発行した納付書によ　り最

寄りの金融機関やコンビニエンスストアでお支払いしてい
ただくようご案内します。このため、銀行口座を指定して
ＡＴＭの操作により振り込みをお願いすることはありませ
ん。

○�委託事業者が戸別訪問する場合、顔写真入りの個別訪問員
証明書（身分証）を提示し、未納の理由が経済的困難とい
う方には、年金制度の説明を行った上で免除等申請手続き
のご案内を行います。
　※保険料をお預かりすることはありません。

《問合せ先》
　　青森年金事務所国民年金課　TEL 017－734－7499

フィットネス教室開催!!
　今別町体育協会では「スポーツ振興啓蒙事業」の一環として、
健康維持と指導者の育成を目的に、子供から高齢者まで誰もが
楽しんで参加できるフィットネス教室を開催します。

☆開 催 日 程：１回目　11月17日（土）午前10：00 ～ 11：30
　　　　　　　２回目　11月24日（土）午前10：00 ～ 11：30
　　　　　　　３回目　12月１日（土）午前10：00 ～ 11：30
☆場　　　所：今別町中央公民館
☆申込み期限：11月８日（木）まで

参　加　無　料　! !
《申込み・問合せ先》
　今別町体育協会（今別町教育委員会内：川村）
　TEL 35－2157

◎一般相談　日常のあらゆる心配ごと悩みごと…など
相　談　種　別 相　　談　　日 相　談　時　間 相　談　員

生 活 一 般 相 談
（毎月隔週の水曜日）

11月14日（水）

11月28日（水）
10：00～11：30 生活一般相談員

電　 話　 相　 談 毎週月曜日～金曜日 10：00～17：00 社　協　職　員

※土・日及び祝日は対応できませんのでご注意ください。
◎専門相談　専門相談員による相談
相談種別 相談内容 相 談 日 相談時間 相 談 員

法律相談 借金、離婚、財産相続、
土地登記に関する相談

11月13日
（火） 13：30～16：30 弁　 護　 士

福祉相談 生活保護、母子、知的障
害、家族に関する相談

11月８日
（木） 10：00～12：00

東青地域県民局
地域健康福祉部
福祉総室職員

年金相談 各種年金、社会保険等
についての相談

11月19日
（月） 10：00～12：00 社会保険労務士

※�相談を予定している方は、事前に予約をお願いします。当日の来所は電話
でお知らせ願います。また、12月の専門相談は法律相談（司法書士）のみ
です。

《問合せ先》　社会福祉協議会　TEL 35-2770

今別町ふれあい福祉センター
11月の相談日のご案内

○日　　時　　平成24年11月16日（金）　　　　
○受付時間　　13～14時
○相談時間　　14～15時
○場　　所　　今別町開発センター　２階研修室
○担当医師　　青い森病院　院長　平野　敬之　氏
○相談を希望する方は事前に町民福祉課の保健師までご連絡ください。
　（連絡先　役場町民福祉課　保健師35－3004）

実りの秋の収穫体験
　

10
月
３
日
、
今
別
小
学
校
５
年
生
は
、

嶋
中
一
仁
さ
ん
（
大
川
平
）の
田
ん
ぼ
で
、

自
分
た
ち
が
春
に
植
え
た
稲
の
刈
り
取
り

作
業
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
黄
金
色
に
育
っ
た
稲
に

感
動
し
、
カ
マ
を
手
に
、
慣
れ
な
い
手
つ

き
な
が
ら
も
一
生
懸
命
稲
刈
り
を
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
稲
刈
り
用
の
機
械
を
使
っ
て
の

作
業
も
順
番
に
行
い
、
手
作
業
と
の
刈
り

取
り
の
早
さ
の
違
い
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。

インストラクター　鹿内ひとみ先生

　青森県では、母子家庭などのお子さんが、修学・修業などの
際に必要な資金の貸付予約の申し込みを受付しています。
　貸付の限度額や償還方法、償還期間などの詳細については、
東地方福祉事務所までお問い合わせください。
予約申込期間：平成24年11月1日～平成25年３月31日
　　　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
対象者：�来春、お子さんが小・中学校、高等学校、高等専門学

校、短期大学、大学、各種学校へ進学する母子・寡婦
家庭の方（小・中学校の就学支度資金は所得税非課税
の場合に限る）

　　　　※�なお、現在修学中の方の修学資金の申込みは、随時
受付しています。

《申請・問合せ先》東青地域県民局地域健康福祉部福祉総室
　　　　　　　　　（東地方福祉事務所）TEL 017－734－9950

こころの健康相談のお知らせ

・なんとなくやる気がでない　　・物事に集中できない
・学校に行けない　　　　　　　・気分がゆううつ
・人に会いたくない　　　　　　・家庭内暴力
・眠れない　　　　　　　　　　・仕事に行けない
・病気についての不安や悩みがある

　このような気持ちを自分だけ、家族だけで、解決する
のは難しいものです。専門医と保健師がお話をお聞きし、
必要であれば対処の方法をアドバイスいたします。この
ような悩みをお持ちの方、お気軽にご利用ください。ま
た、家族の方からの相談もお待ちしております。

子どもたちはコツをつかむと、あっという
間に刈り取ってしまいました　　　　　　
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議

会

だ

よ

り

№17３

発行／東津軽郡今別町議会
編集／議会広報委員会

○�

今
別
町
診
療
所
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更

契
約
に
つ
い
て

　

変
更
契
約
の
金
額

�
７
千
９
百
28
万
２
百
50
円

　

今
回
変
更
に
よ
る
増
額

�

１
千
３
百
47
万
９
千
９
百
円

　

契
約
の
相
手
方

　

有
限
会
社
マ
ル
エ
イ　

相
内
工
務
店

�

代
表
取
締
役　

相
内　

泰
博

○
除
雪
機
械
売
買
契
約
に
つ
い
て

　

契
約
の
金
額　

２
千
３
百
62
万
５
千
円

　

契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｊ　

青
森
営
業
所

　

�

所
長　

田
中　

清
一

○
電
子
式
水
道
メ
ー
タ
ー
売
買
契
約
に
つ
い
て

　

契
約
の
金
額　

５
百
43
万
２
千
28
円

　

契
約
の
相
手
方

　

愛
知
時
計
電
機
株
式
会
社　

青
森
営
業
所

　

�

所
長　

野
口　

晋
也

第４０5回定例会

第４０4回
臨 時 会

　
第
４
０
５
回
定
例
会
が
平
成
24
年
９
月
21
日
招
集
さ
れ
、
28
日
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
23
年
度
決
算
の
認
定
８
件
、
条
例
案
１

件
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
案
７
件
、
そ
の
他
２
件
の
あ
わ
せ
て
18
議

案
及
び
緊
急
動
議
で
提
出
さ
れ
た
意
見
書
を
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

認
定
・
可
決
し
、
会
期
を
２
日
繰
り
上
げ
て
26
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
７
月
27
日
、
第
４
０
４
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
議

案
６
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

※�

認
定
さ
れ
た
平
成
23
年
度
の
決
算
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
合
計
27
億
4
千
8
百
99
万
4
千

円
（
前
年
度
比
2.2
％
減
）、
歳
出
合
計
25
億
7
千
4
百
53
万
7
千
円
（
前
年
度
比
1.8
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

○
今
別
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

第
三
条
中
の
団
員
数
２
１
０
人
を
１
８
０
人

に
改
め
る
。

○
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

別
表
第
二
備
考
中「
及
び
外
国
人
登
録
原
票
」

を
削
る
。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を
認
定

予
　
算
　
関
　
係

そ
　
　
の
　
　
他

条
　
例
　
関
　
係

そ
　
　
の
　
　
他

24年度補正予算（７月17日専決）
� 単位：千円

会　計　名 補　正　額 補正後の額 補正の主なもの

一 般 会 計 25,920 2,562,958
新幹線駅屋外駐車場整地等工事

� 8,000

国 保

（ 診　　　　 療 ）
10,000 267,199 診療所改修工事変更分� 10,000

介 護

（ サ ー ビ ス ）
     0 16,438

備品購入� 29

情報調査公表手数料� △  29

会計別の決算額
� （単位：千円）

一般会計
歳　入 2,748,994

歳　出 2,574,537

国保（事業）特別会計
歳　入 544,193

歳　出 529,375

国保（診療）特別会計
歳　入 149,886

歳　出 141,746

老人保健特別会計
歳　入 148

歳　出 69

後期高齢者医療特別会計
歳　入 42,938

歳　出 42,195

介護（保険）特別会計
歳　入 428,624

歳　出 407,533

介護（サービス）特別会計
歳　入 23,833

歳　出 18,162

簡易水道事業特別会計
歳　入 120,316

歳　出 147,437

合　　計
歳　入 4,058,932

歳　出 3,861,054

○�

青
森
地
域
広
域
消
防
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

平
内
町
の
加
入
に
よ
り
規
約
を
一
部
変
更
す

る
も
の
で
あ
る
。

○�

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地
方
財
源
を

確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て

�

（
採　

択
）

○
意
見
書

　

青
森
地
域
広
域
消
防
事
務
組
合
管
理
者
あ
て

に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
が
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
る
。

○
平
成
24
年
度
一
般
会
計

　

１
億
５
千
23
万
３
千
円
を
増
額
し
、
総
額
27

億
１
千
３
百
19
万
１
千
円
。

緊
急
動
議
で
提
出
さ
れ
た
意
見
書

予
　
算
　
関
　
係

意
　
　
見
　
　
書

補正予算の概要� 　（単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後の額 補正の主なもの

一般会計 150,233 2,713,191 除雪作業委託料� 20,000
退職手当組合負担金� 36,500

国保（事業勘定） 6,817 585,161 療養取扱機関支払分� 5,817

国保（診療施設勘定） 7,028 274,227 委託料� △116
予備費充当� 6,995

後期高齢者医療 742 42,811 予備費充当� 719
介護（保険事業勘定） 12,844 437,610 予備費充当� 8,535
介護（サービス事業勘定） 5,671 22,109 予備費充当� 4,721
簡易水道事業 37,122 151,241 繰上充用金� 27,122

合　　　計 220,457 4,226,350
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○
現
在
、
町
で
進
め
て
い
る
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
の

設
立
状
況
に
つ
い
て

質
問　

６
月
議
会
に
お
い
て
、「
防
災
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
金
」
と
し
て
「
２
千
２
百
万
円
」

が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

を
設
立
し
て
推
進
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
ク
ラ
ブ
の
設
立
状
況
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
か
伺
い
た
い
。

�

企
画
課
長�

　

ご
質
問
の
各
地
区
を
窓
口
と
し
た
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
ま
で
今
別
地
区
の

新
町
、
後
町
・
三
階
町
、
新
道
・
寺
町
、
中
央

団
地
、
八
幡
町
町
内
会
と
村
元
地
区
を
除
い
た

11
地
区
で
設
立
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
各
地

域
独
自
の
事
業
が
計
画
さ
れ
申
請
手
続
き
も
終

了
し
、
こ
の
ほ
ど
交
付
決
定
が
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
各
地
区
で
は
事
業
に
着
手
し
て
お
り

ま
す
。

　

各
地
区
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
よ
り
、
一
層
の
防
災
意

識
の
高
揚
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
が
図

ら
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
役

立
て
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
議
員
の
皆
様
か
ら
も
本
事
業
が
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
及
び
函
館

支
社
へ
の
要
望
活
動
（
８
月

27
日
～
28
日
）
に
つ
い
て

質
問　

８
月
27
日
と
28
日
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

本
社
と
函
館
支
社
に
対
し
、
要
望
活
動
を
行
っ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
要
望
内
容
な
ど
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

�

企
画
課
長�

　

ご
質
問
の
要
望
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
青

森
県
鉄
道
整
備
促
進
期
成
会
（
会
長
＝
三
村
申

吾
青
森
県
知
事
）
が
主
体
と
な
っ
て
、
県
並
び

に
関
係
機
関
が
本
県
の
経
済
社
会
の
発
展
と
県

民
生
活
の
向
上
を
主
眼
に
、
鉄
道
の
果
た
す
重

要
な
役
割
に
つ
い
て
最
大
限
の
効
果
が
発
揮
さ

れ
る
よ
う
要
望
活
動
を
継
続
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
①
北
海
道
新
幹
線
の
青
函
ト
ン

ネ
ル
等
共
同
区
間
に
つ
い
て
、
新
幹
線
の
２
０

０
㎞
以
上
で
の
走
行
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
②
北

海
道
と
北
東
北
の
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
旅

行
商
品
の
企
画
販
売
促
進
や
新
幹
線
駅
舎
と
な

る
津
軽
今
別
駅
で
の
停
車
本
数
の
増
加
対
策
の

実
施
③
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
県
内
へ
の
拠
点
の
設
置
等
を
重
要
課

題
と
し
て
、
青
山
副
知
事
を
団
長
に
町
長
を
含

め
15
名
に
よ
り
要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
の
新
青
森
か
ら
新
函
館
（
仮

称
）
間
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
相
当
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
関
係

機
関
と
と
も
に
要
望
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
平
成
24
年
度
の
普
通
交
付
税

の
確
定
と
そ
れ
に
伴
う
町
財

政
の
見
通
し
に
つ
い
て

質
問　

平
成
23
年
度
の
決
算
書
で
は
、
歳
入
の

53
・
８
％
を
交
付
税
が
し
め
て
お
り
、
町
の
財

政
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
25
日
の
新
聞
で
は
、
昨
年
度
に

比
較
し
、
今
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、
３
・
５
％

の
増
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
幹
線
関
係
な
ど
の
事
業
に
お
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
状
況
を
的
確
に
把
握
し

て
の
財
政
運
営
が
大
事
と
な
り
ま
す
の
で
、
町

の
歳
入
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い
、
普
通
交
付

税
の
状
況
と
今
後
の
財
政
の
見
通
し
は
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
、
伺
い
ま
す
。

�

総
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普
通
交
付
税
の
対
前
年
度
比
で
は
、
３
・

５
％
、
４
４
，
０
８
２
千
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
と
の
合
計
で
は
、

２
・
６
％
、
３
５
，
５
３
９
千
円
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

交
付
税
は
、
町
財
政
運
営
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
の
で
、
国
の
動
向
な
ど
に
注
視
し
、
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
試

算
結
果
で
は
、
危
機
的
財
政
状
況
を
乗
り
切
る

た
め
の
手
段
と
し
て
実
施
し
た
、
平
成
20
年
度

か
ら
平
成
22
年
度
の
起
債
の
緩
和
措
置
な
ど
が

影
響
し
、
来
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
が
20
％

強
と
試
算
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
25
年
度
を

ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
は
徐
々
に
下
が
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
運
営
の
基
本
と
な
る
も
の
と
し

て
、
財
政
運
営
計
画
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
の
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、
県

か
ら
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
基
本
的

計
画
で
あ
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で

の
、
５
ヶ
年
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き

財
政
運
営
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

○
国
道
２
８
０
号
砂
ケ
森
地
区

（
赤
根
沢
）
の
工
事
進
ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て

質
問　

国
道
２
８
０
号
線
海
岸
線
は
当
町
に
お

い
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
主
要
生
活
道
路
で

あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
は
北
海
道
新
幹
線

が
開
業
し
、
益
々
重
要
な
路
線
と
な
り
ま
す
。

砂
ヶ
森
地
区
は
、海
岸
線
道
路
に
お
い
て
現
在
、

一
番
道
路
幅
も
狭
く
地
域
住
民
に
不
便
を
か
け

て
い
る
道
路
で
す
。

　

最
近
、
弁
天
崎
付
近
の
道
路
工
事
も
止
ま
っ

た
ま
ま
、
進
ま
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
工
事
の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
、
工
事
の

進
ち
ょ
く
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

�
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工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在

弁
天
崎
付
近
で
法
面
の
地
滑
り
対
策
工
事
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
１
地
権
者
の
用
地
買
収
に

難
航
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
は
取
得
で

き
る
予
定
で
す
が
、
用
地
買
収
が
完
了
し
な
い

た
め
、
事
業
の
進
ち
ょ
く
を
大
幅
に
図
る
工
事

は
、
そ
れ
ま
で
見
込
め
な
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
旧
開
智
小
学
校
か
ら
青
森
よ
り
の

町
道
入
口
付
近
ま
で
の
狭
隘
部
分
に
つ
い
て

は
、
４
地
権
者
の
住
宅
代
替
地
が
決
定
し
、
県

で
は
用
地
確
保
の
た
め
土
留
工
事
及
び
土
盛
工

事
を
ま
も
な
く
発
注
す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
中
に
は
用
地
の
払
い
下
げ
、
補
償
を

完
了
し
25
年
度
に
は
地
権
者
が
新
築
住
宅
に
着

工
し
、
買
収
用
地
を
明
け
渡
し
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
森
よ
り
の
町
道
入
口
付
近
か
ら

砂
ヶ
森
神
社
ま
で
の
工
区
は
東
部
漁
業
組
合
、

多
目
的
集
会
所
が
あ
り
、
取
付
道
路
に
よ
る
多

目
的
集
会
所
の
移
転
と
、
地
権
者
の
代
替
地
の

確
保
等
、
用
地
の
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
県
で

は
計
画
ル
ー
ト
の
線
形
修
正
に
つ
い
て
考
え
て

お
り
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
県
と
協
力
し
な
が
ら
、
事
業
の
早

期
完
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
考
え
で
お
り
ま

す
。○�

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
関
す

る
質
問
に
つ
い
て

質
問　

⑴
今
別
町
で
も
高
い
国
民
保
険
料
と
医

療
負
担
に
町
民
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。
国

保
加
入
者
の
多
く
は
低
取
得
で
、
加
入
者
世
帯

の
何
割
が
１
０
０
万
円
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

�
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ご
質
問
の
所
得
１
０
０
万
円
以
下
の
国
保
加

入
世
帯
の
割
合
は
お
お
む
ね
71
％
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

質
問　

⑵
保
険
料
が
払
え
な
い
で
支
払
い
が
で

き
な
い
世
帯
が
何
件
ぐ
ら
い
で
す
か
。
何
が
原

因
で
支
払
い
が
で
き
な
い
で
い
る
の
か
、
理
由

を
述
べ
て
く
だ
さ
い
。
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保
険
料
を
支
払
い
が
で
き
な
い
世
帯
、
い
わ

ゆ
る
滞
納
世
帯
で
す
が
平
成
23
年
度
分
の
保
険

料
滞
納
者
は
59
件
ほ
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

相
談
を
受
け
、よ
く
う
か
が
う
理
由
と
し
て
は
、

急
な
支
出
や
、
前
年
に
比
べ
収
入
等
が
落
ち
込

ん
で
い
る
と
う
か
が
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
相
談
に
来
て
く
だ
さ
る
町
民

の
方
々
が
い
る
一
方
で
、
相
談
に
来
ら
れ
な
い

方
も
多
く
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
ご
相
談
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

⑶
年
金
収
入
月
額
が
12
万
8
千
円
の
男

性
（
65
歳
）
が
高
額
療
養
費
の
限
度
額
申
請
し

て
も
、
8
万
か
ら
9
万
円
か
か
る
の
に
、
一
部

負
担
金
減
免
の
対
象
に
な
ら
な
い
の
は
お
か
し

い
。
こ
の
男
性
は
、
医
療
費
を
差
し
引
く
と
生

活
保
護
以
下
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
は
、
他
町
村
で
は
、
３
４
，
５

０
０
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
別
町
の

場
合
は
同
じ
よ
う
に
で
き
な
い
の
か
。
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国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
自
己
負
担
限
度
額

は
、
所
得
状
況
に
応
じ
て
70
歳
未
満
の
方
は
、

基
本
的
に
「
一
般
（
８
０
，
１
０
０
円
）
上
位

所
得
者
（
１
５
０
，
０
０
０
円
）・
住
民
税
非

課
税
世
帯
（
３
５
，
４
０
０
円
）」
と
三
段
階

に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
過
去
12
ヵ
月
間
に
高
額

療
養
費
の
支
給
が
４
回
以
上
あ
っ
た
時
は
、
４

回
目
以
降
の
限
度
額
が
約
半
額
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
財
政
の
平
成
23
年
度
決
算
で
は
、
黒
字

額
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
会
計
か
ら

７
２
，
６
７
８
千
円
の
繰
入
措
置
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

ご
質
問
の
方
の
年
金
収
入
は
、
月
額
12
万
8

千
円
と
国
民
年
金
を
60
歳
か
ら
受
給
し
た
方
と

比
較
す
る
と
３
・
３
倍
位
高
く
、
国
保
加
入
者

の
み
一
部
負
担
免
除
を
実
施
す
れ
ば
、
他
保
険

加
入
者
と
の
不
公
平
間
が
生
ず
る
と
と
も
に
、

高
額
療
養
費
の
限
度
基
準
額
の
算
定
は
国
民
健

康
保
険
施
行
令
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で

も
限
度
額
の
引
き
下
げ
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
保
事
業
の
支
出
増
加
は
国
保
税
ア
ッ
プ
の

原
因
と
な
り
う
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
国
保
一
部
負
担
金
の
減
免
及
び
限
度
額
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
見
合
わ
せ
る
事
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

⑷
あ
る
精
神
障
害
者
を
抱
え
る
世
帯

入
　
江
　
　
　
獎
　
議
員

中
　
島
　
邦
　
彦
　
議
員
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で
、
一
度
年
金
の
免
除
申
請
を
す
れ
ば
自
動
的

に
そ
の
ま
ま
通
る
と
思
っ
て
、
翌
年
免
除
申
請

を
し
な
い
た
め
に
、障
害
年
金
を
申
請
し
た
ら
、

1
ヶ
月
足
り
ず
に
障
害
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
。
今
後
こ
う
い
う
悲
劇
が

生
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
自
己
申
請
だ
と
し
な
い

で
、
役
場
の
方
で
き
ち
ん
と
周
知
す
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
で
す
か
。
ま
た
こ
の
家
族
は
こ
の

精
神
障
害
者
を
含
め
て
3
人
家
族
で
す
。
だ
か

ら
国
保
税
を
3
人
分
払
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し

て
収
入
が
な
い
人
か
ら
も
国
保
税
を
取
る
の

か
。
免
除
で
き
な
い
の
か
。
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平
成
14
年
４
月
よ
り
市
町
村
の
年
金
収
納
事

務
等
は
、
日
本
年
金
機
構
青
森
年
金
事
務
所
に

移
行
し
、
市
町
村
窓
口
で
は
年
金
請
求
等
の
進

達
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
の
免
除
申
請
に
関
し
て
は
、
年
金
事
務

所
か
ら
20
歳
の
誕
生
日
の
前
月
に
納
付
書
と
免

除
申
請
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
、
毎
年
４
月
に

新
年
度
の
納
付
書
と
一
緒
に
免
除
申
請
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
送
付
、
ま
た
毎
年
６
月
の
今
別
広

報
誌
に
お
い
て
周
知
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
更
な
る
周
知
徹
底
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
保
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
得
の
状
況
等

に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
が
、所
得
状
況
に
応
じ
、

均
等
割
、
平
等
割
は
７
割
・
５
割
・
２
割
減
額

措
置
が
取
ら
れ
、
減
免
に
つ
い
て
も
、
貧
困
に

よ
り
生
活
の
た
め
の
公
私
の
扶
助
を
受
け
て
い

る
方
、
災
害
等
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
等

の
理
由
に
よ
り
減
免
措
置
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

⑸
子
ど
も
の
医
療
費
が
、
東
郡
町
村
で

は
、
来
年
か
ら
す
べ
て
中
学
校
ま
で
の
医
療
費

が
無
料
と
な
り
ま
す
が
、
な
ぜ
今
別
だ
け
が
、

せ
め
て
小
学
校
ま
で
の
医
療
費
す
ら
無
料
化
で

き
な
い
の
か
、
理
由
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。
町

長
に
と
っ
て
子
ど
も
は
町
の
宝
で
な
い
の
か
。

た
っ
た
の
３
５
０
万
円
で
す
。

�

町　

長�

　

せ
め
て
小
学
校
ま
で
の
医
療
費
す
ら
無
料
化

で
き
な
い
か
の
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
件

に
つ
い
て
は
、
庁
内
で
も
い
ろ
い
ろ
議
論
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
財
源
の
事
情

で
か
な
り
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

議
員
は
、
た
っ
た
の
３
５
０
万
円
と
言
い
ま

す
が
、
私
た
ち
財
政
を
預
か
る
者
に
と
っ
て
は

大
金
で
あ
り
ま
す
。
た
っ
た
の
３
５
０
万
円
と

言
え
る
議
員
は
よ
ほ
ど
の
お
金
持
ち
か
と
羨
ま

し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
10
年
間
程
、
赤
字
財
政
と

戦
い
、
よ
う
や
く
今
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

の
で
す
。
そ
の
間
、
あ
る
時
期
に
は
職
員
の
給

料
は
15
％
カ
ッ
ト
、
議
員
の
報
酬
も
37
％
、
町

長
も
20
万
に
す
る
な
ど
大
変
苦
し
い
時
期
を
乗

り
越
え
て
き
た
者
に
は
、
３
５
０
万
円
と
は
と

て
も
大
金
で
あ
り
、
た
っ
た
の
３
５
０
万
円
と

は
と
て
も
言
え
な
い
金
額
で
あ
り
ま
す
。

　

財
政
は
、
健
全
化
に
向
か
っ
て
進
め
て
い
ま

す
が
、
前
の
隠
れ
借
金
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う

か
、
小
泉
内
閣
の
三
位
一
体
改
革
で
生
じ
た
19

年
度
の
財
政
逼
迫
で
返
済
で
き
な
く
、
繰
り
延

べ
し
た
臨
時
対
策
債
は
平
成
23
年
度
は
約
１
億

５
千
５
０
０
万
円
、
今
年
度
は
１
億
７
千
３
０

０
万
円
、
そ
れ
に
20
年
に
借
り
た
退
職
債
の
一

部
で
あ
る
２
千
５
８
０
万
円
、
合
わ
せ
て
約
２

億
円
程
、
25
年
度
は
１
億
４
千
７
０
０
万
円
プ

ラ
ス
水
道
の
累
積
赤
字
額
約
２
千
７
０
０
万

円
、
合
わ
せ
て
１
億
７
千
万
円
を
返
済
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
道
の
累
積
赤
字
を
消
さ

な
い
と
次
の
段
階
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
１
人
暮
ら
し
の
除
雪
な
ど
に
使
っ
て

い
た
緊
急
雇
用
創
出
対
策
事
業
費
１
千
７
９
３

万
４
千
円
も
24
年
度
で
終
わ
り
25
年
度
は
ま
だ

見
通
し
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
お
金
を
ど
う
捻
出
す
る
の
か
頭
の

痛
い
処
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
山
程
あ
り
ま
す
。
小
学
生
の
医
療
費
も

大
事
で
あ
る
こ
と
は
、
重
々
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
財
政
に
余
裕
が
出
る
と
思
わ
れ
る
平
成
26

年
度
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

質
問　

⑹
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
が
あ
る
の
に
な

ぜ
、
印
鑑
が
必
要
な
の
か
。

�
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以
前
の
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
は
、
手
帳
化
さ
れ

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
等
と
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
紛
失
等
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
に
、
平
成
21
年
度
に
手

帳
化
か
ら
カ
ー
ド
に
変
更
し
た
も
の
で
す
。

　

登
録
印
鑑
を
使
わ
ず
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を

受
け
る
場
合
は
、
カ
ー
ド
の
磁
気
化
及
び
読
取

り
の
た
め
の
「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
」
の
購
入
及
び

「
パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム
変
更
」
で
費
用
が
発

生
す
る
た
め
、
現
在
の
発
行
方
法
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
よ
り
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
よ
り
、
現
在
は
「
磁
気
カ
ー
ド
化
」

の
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
登
録

カ
ー
ド
の
み
で
印
鑑
証
明
書
の
発
行
が
出
来
る

よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

○�

町
の
経
済
の
活
性
化
に
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実

現
を

質
問　

⑴
青
森
県
安
心
安
全
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
支
援
事
業
の
委
託
を
受
け
、
こ
の
制
度
の

実
施
方
向
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
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ご
質
問
は
、
６
月
議
会
で
も
答
弁
し
て
い
ま

す
が
、
県
に
は
「
実
施
予
定
」
と
報
告
し
て
お

り
ま
す
。

　

町
で
は
現
在
、
独
自
に
工
事
の
補
助
要
件
の

緩
和
や
制
限
が
で
き
る
こ
と
か
ら
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
の
で
、
整
え
し
だ
い
実
施
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

⑵
最
近
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

は
、
屋
根
や
外
壁
の
張
替
え
や
塗
装
、
台
所
や

風
呂
等
の
水
回
り
、
畳
の
張
替
や
断
熱
ガ
ラ
ス

の
工
事
な
ど
、
幅
広
い
修
繕
や
改
善
に
、
工
事

費
の
一
定
額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
全
国
に
広
が
っ
て
お
り
、
住
民
の
要
求
に
合

致
し
、
中
小
業
者
の
仕
事
お
こ
し
に
役
立
っ
て

い
る
の
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
単
年
度
で
も

い
い
か
ら
今
別
町
で
こ
の
制
度
を
実
現
し
、
町

の
活
性
化
を
図
る
意
志
が
な
い
の
か
。
４
０
０

万
円
も
あ
れ
ば
で
き
ま
す
。
そ
の
分
税
収
が
増

え
る
の
だ
か
ら
一
石
二
鳥
と
な
る
が
い
か
が
で

す
か
。
東
郡
の
他
町
村
も
検
討
し
て
い
る
。

�

産
業
建
設
課
長�

　

こ
の
質
問
に
つ
い
て
も
、
６
月
議
会
に
お
い

て
答
弁
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
町
村
単
独
支
援

事
業
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
町
で
は
現
在
、
平
成
16
年
か
ら
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
し
て
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
に
国
、
県
の
補
助
金
の
他
に
町
単
独
で
30
万

円
を
上
乗
せ
し
た
国
基
準
額
以
上
の
補
助
を
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
単
独
分
は
当
町
だ
け
で
、
リ
フ
ォ
ー

ム
等
の
経
費
を
考
え
た
補
助
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
た
め
リ
フ
ォ
ー
ム
単
独
支
援
事
業
は
実
施

で
き
な
い
状
況
で
す
。

○�

今
年
の
今
別
町
の
サ
ル
被
害

対
策
の
現
状
と
そ
の
課
題

質
問　

⑴
今
年
の
サ
ル
の
被
害
状
況
と
そ
の
課

題
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
６
月
か
ら
９
月
現

在
で
水
稲
、
野
菜
、
果
物
で
総
面
積
３
２
．
３

ア
ー
ル
、
被
害
額
は
30
万
５
千
円
ほ
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
被
害
情
報
が
よ
せ
ら

れ
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
、
被
害
額
は

も
っ
と
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
出
没
す
る
サ
ル
の
増
加
と

相
反
し
て
、
捕
獲
の
中
心
で
あ
る
猟
友
会
の
み

な
さ
ん
の
活
動
回
数
も
多
く
負
担
が
増
え
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
と
は
言
い
難
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
猟
友
会
の
負
担
軽
減
の
た

め
の
対
策
も
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

質
問　

⑵
猿
被
害
対
策
活
動
と
し
て
の
猟
友
会

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
効
果
が

あ
っ
た
か
答
え
て
く
だ
さ
い
。
サ
ル
被
害
が
増

え
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
県
の
交
付
金
が
半
分
以

下
に
減
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
。
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猟
友
会
の
捕
獲
活
動
に
つ
い
て
は
、
４
月
か

ら
３
月
ま
で
の
期
間
中
、
出
没
期
に
は
当
番
制

で
追
い
払
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
20
頭
の
サ
ル
を
捕
獲
、
駆
除
し
て
お

り
、
猟
友
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
で
サ

ル
と
人
間
の
住
み
分
け
が
、
あ
る
程
度
の
均
衡

を
保
っ
て
い
る
状
況
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
な
ぜ
交
付
金
が
半
分
以
下
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
の
か
の
質
問
で
す
が
、
サ
ル
対
策
の

実
証
試
験
な
ど
の
交
付
金
で
す
の
で
、
実
質
的

な
捕
獲
、
追
い
払
い
な
ど
の
人
件
費
、
消
耗
品

等
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

試
験
的
な
性
格
の
交
付
金
で
す
の
で
、
同
じ

名
目
で
の
交
付
金
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

各
市
町
村
、
各
協
議
会
で
取
り
組
む
事
業
は

新
た
な
試
み
の
事
業
で
な
い
限
り
、
交
付
金
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
度
行
っ
た
実
証
試
験
は
対

象
外
と
な
り
、
交
付
金
が
半
分
以
下
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

質
問　

⑶
今
後
有
効
な
サ
ル
被
害
対
策
を
講
ず

る
に
は
な
に
が
必
要
か
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。
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サ
ル
被
害
は
、
全
国
各
地
で
深
刻
化
し
、
地

域
に
よ
っ
て
は
生
活
そ
の
も
の
を
脅
か
す
重
大

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
被
害
を
完
全
に

な
く
す
る
対
策
が
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま

す
。
当
町
に
お
い
て
も
年
々
被
害
面
積
も
拡
大

し
、
猟
友
会
に
よ
る
捕
獲
、
駆
除
な
ど
行
っ
て

い
ま
す
が
、
追
い
付
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
防
衛
策
と
し
て
は
電
気
柵

や
網
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
収
穫
さ
れ
な
い
放

置
野
菜
は
な
く
す
る
こ
と
、
ま
た
、
収
穫
す
る

こ
と
の
な
い
果
樹
な
ど
は
思
い
切
っ
て
伐
採
す

る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
農
地
を
適
正
に
管
理

す
る
取
り
組
み
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

近
年
、
過
疎
化
や
高
齢
化
と
と
も
に
放
棄
地

が
増
え
、
山
と
の
境
界
も
な
く
な
り
農
地
が
点

在
し
、
サ
ル
に
は
格
好
の
地
形
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
緩
衡
帯
を
設
置
し
て
、
各
地
区
の
農

地
を
集
積
し
、
継
続
的
に
地
域
ぐ
る
み
で
追
い

払
い
を
実
施
す
れ
ば
、
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

質
問　

⑷
下
北
半
島
の
市
町
村
の
よ
う
に
連
携

し
て
鳥
獣
被
害
対
策
連
絡
会
を
近
隣
町
村
で
つ

く
り
、
国
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
広
域
的

に
展
開
す
る
時
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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下
北
半
島
の
サ
ル
は
、「
北
限
の
サ
ル
」
と

し
て
文
化
庁
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
お
り
、

保
護
を
目
的
と
し
た
調
査
や
食
害
対
策
事
業
費

と
し
て
も
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
津

軽
半
島
と
は
違
い
、
対
象
鳥
獣
も
サ
ル
だ
け
を

対
象
と
し
、
多
種
に
は
及
ん
で
い
な
い
こ
と
か

ら
が
広
域
的
に
展
開
で
き
る
要
因
に
つ
な
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
町
を
含
め
た
津
軽
一
帯
は
、
鳥
獣
被
害
も
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多
種
に
及
び
、
協
議
会
の
性
格
や
被
害
現
状
も

異
な
る
こ
と
、
ま
た
、
近
隣
町
村
を
み
て
も
予

算
規
模
な
ど
温
度
差
が
あ
り
、
現
実
的
で
は
な

い
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
近
隣
町
村
と
は
被
害

対
策
の
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
防
止
対
策
に
努

め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○�

今
別
町
に
新
幹
線
の
駅
開
業

に
あ
た
っ
て

質
問　

⑴
仮
称
「
奥
津
軽
駅
」
の
建
設
費
の
予

算
と
し
て
、
屋
内
駐
車
場
を
含
む
駅
前
広
場
の

工
事
関
連
及
び
新
駅
舎
の
3
億
円
の
建
設
負
担

金
並
び
に
関
連
道
路
な
ど
全
体
経
費
が
概
算
で

約
14
億
円
見
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
何
割

が
自
己
負
担
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
2
億
円
も

3
億
円
も
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
駅
の
固
定
資
産

の
税
収
で
間
に
合
う
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
駅

を
利
用
す
る
他
市
町
村
の
広
域
的
な
事
務
組
合

を
提
言
し
、
奥
津
軽
市
町
村
全
体
の
管
理
組
合

で
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
町
の
自
主
財
源

の
自
己
負
担
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
。
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北
海
道
新
幹
線
奥
津
軽
（
仮
称
）
駅
の
建
設

費
等
に
つ
い
て
は
、
６
月
議
会
で
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
ま
だ
不
確
定
の
要
素
が
多
く
、
概
算

金
額
14
億
円
の
何
割
が
自
己
負
担
に
な
る
の
か

と
い
う
ご
質
問
で
す
が
、
単
純
計
算
で
き
な
い

実
情
が
あ
り
ま
す
。
新
幹
線
駅
舎
関
連
の
実
施

設
計
が
現
在
進
行
中
で
全
体
工
事
費
が
未
確
定

で
あ
り
、
こ
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
全
体
工

事
費
の
内
、
旧
２
種
工
事
と
呼
ば
れ
る
当
町
に

関
連
す
る
工
事
の
30
分
の
１
が
地
元
負
担
金
で

あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
９
割
が
起
債
で
、
残
り
の

１
割
が
自
主
財
源
に
よ
る
負
担
と
な
る
計
画
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
単
独
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
、
屋
内
駐
車
場
を
含
む
駅
前
広
場
整
備
事

業
に
つ
い
て
も
現
在
実
施
設
計
中
で
あ
り
、
未

確
定
の
工
事
費
で
積
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
駅
前
広
場
関
連
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

概
ね
７
割
が
交
付
金
、
残
り
３
割
は
起
債
に
よ

る
負
担
で
、
単
費
に
よ
る
負
担
は
一
部
に
な
る

も
の
と
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

新
幹
線
駅
舎
や
線
路
等
の
固
定
資
産
税
は
、

施
設
規
模
や
価
格
等
が
確
定
し
、
完
成
後
の
積

算
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
具
体
的
な
数
字
の

発
表
段
階
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
駅
を
利
用
す
る
市
町
村
全
体
に
よ

る
広
域
管
理
組
合
化
と
い
う
ご
提
言
で
す
が
、

新
幹
線
駅
舎
等
の
整
備
に
関
す
る
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
国
の
新
幹
線
整
備
法
に
お
い
て
都
道

府
県
の
割
合
が
定
め
ら
れ
、
加
え
て
、
県
に
お

い
て
地
元
自
治
体
の
負
担
割
合
が
決
定
さ
れ
て

お
り
、
管
理
組
合
に
よ
る
負
担
は
適
正
な
手
段

で
は
な
い
も
の
と
解
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

自
主
財
源
を
増
や
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
点

は
、
共
通
す
る
事
項
で
あ
り
、
今
後
と
も
負
担

金
等
の
財
源
の
減
少
に
つ
な
が
る
よ
う
施
策
を

県
と
と
も
に
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

○
地
区
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

つ
い
て

質
問　

⑴
こ
の
規
約
に
よ
る
と
地
区
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
の
親
ぼ
く
を
図

り
、
明
る
い
地
域
に
す
る
た
め
に
健
康
で
豊
か

な
生
活
を
維
持
改
善
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
防
災
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図

る
こ
と
と
し
、
各
地
区
一
律
に
２
０
０
万
円
の

補
助
金
の
申
請
書
締
め
切
り
が
8
月
31
日
で
し

た
。
そ
の
申
請
書
の
中
で
、
具
体
的
に
ど
ん
な

物
を
購
入
予
定
と
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。
町
民
の
中
に
、
災
害
基
金

と
し
て
こ
の
お
金
を
貯
め
て
置
く
べ
き
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
な
ぜ
こ
の
財
政
難
の

時
に
や
る
必
要
が
あ
る
の
か
説
明
を
お
願
い
し

ま
す
。
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ご
質
問
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
補
助
金
の
使

途
に
つ
い
て
、
町
内
各
地
区
共
通
の
装
備
品
と

し
て
、
発
電
機
、
投
光
器
、
燃
料
携
行
缶
が
あ

り
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
て
、
最
低
限
地
域
で
確
保
で
き
る
装
備
品
と

し
て
考
え
て
い
る
も
の
で
す
。

　

各
地
区
で
今
回
の
補
助
金
を
活
用
し
て
購
入

す
る
物
と
し
て
は
、
災
害
停
電
時
に
地
区
集
会

所
で
使
用
で
き
る
ス
ト
ー
ブ
や
情
報
収
集
の
た

め
の
テ
レ
ビ
や
音
響
機
器
が
主
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
他
に
は
、
冷
蔵
庫
や
テ
ー
ブ
ル
、

イ
ス
等
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備

品
類
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
と
い
う
意
見

で
す
が
、
必
要
な
物
品
を
災
害
が
発
生
し
て
か

ら
緊
急
的
に
備
え
る
こ
と
は
到
底
無
理
で
あ

り
、
多
く
の
住
民
の
方
々
が
不
便
な
生
活
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
少
し

で
も
改
善
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
地
域
の
方
々

が
自
ら
行
動
で
き
る
体
制
作
り
の
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
厳
し
い
財
政
事
情
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
回
の
補
助
事
業
と
し
て
計
画
し
た
も
の

で
す
。

　

決
し
て
満
足
す
る
金
額
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
と
し
て
、
本
事
業

に
よ
り
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
推
進
さ

れ
る
と
と
も
に
地
域
住
民
の
一
体
感
が
醸
成
さ

れ
、安
心
安
全
な
町
づ
く
り
の
基
礎
と
な
れ
ば
、

今
回
の
補
助
金
の
活
用
が
最
大
限
の
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
議
員
に
お
か

れ
ま
し
て
も
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
円
滑
に

図
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
づ
く
り
の
指
導
者
と
し

て
ご
助
言
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。○

診
療
所
の
医
師
に
関
し
て

質
問　

⑴
今
年
度
か
ら
配
置
さ
れ
た
診
療
所
の

医
師
の
勤
務
状
況
、
患
者
の
評
判
、
医
師
宅
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
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医
師
の
勤
務
状
況
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と

し
、
た
だ
し
、
毎
月
第
１
、
第
３
金
曜
日
は
午

後
の
勤
務
時
間
は
、
２
時
30
分
で
毎
月
第
２
、

第
４
月
曜
日
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
の
勤
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

休
憩
時
間
は
、
午
後
零
時
か
ら
午
後
１
時
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
患
者
の
評
判
は
、
優
し

く
て
良
い
と
言
う
患
者
も
あ
れ
ば
、
厳
し
く
叱

り
つ
け
る
の
で
悪
い
と
言
う
患
者
も
あ
り
ま

す
。

　

医
師
宅
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の

家
賃
は
無
料
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
全
て
本
人

負
担
と
な
っ
て
お
り
、
ご
夫
婦
で
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

○
広
域
消
防
事
務
組
合
に
関
す

る
内
容
に
つ
い
て

質
問　

⑴
あ
れ
ほ
ど
拒
否
し
て
い
た
の
に
、
今

別
分
署
の
第
一
、
第
二
四
半
期
分
の
予
算
を
9

月
6
日
に
支
払
っ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

質
問　

⑵
広
域
消
防
事
務
組
合
を
一
旦
つ
く
れ

ば
、市
町
村
の
財
政
負
担
は
当
然
あ
り
ま
す
が
、

消
防
に
関
す
る
権
限
と
執
行
は
、
市
町
村
か
ら

離
れ
す
べ
て
消
防
事
務
組
合
に
ま
か
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
管
理
者
で
あ
る
青
森
市
長
が
提
案
し

た
消
防
士
の
提
案
が
ど
う
い
う
内
容
な
の
か
今

別
町
議
員
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
内

容
を
説
明
く
だ
さ
い
。
外
ヶ
浜
町
長
は
今
別
に

有
利
な
提
案
だ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
案
に
反

対
し
て
い
る
と
い
う
が
、本
当
に
そ
う
な
の
か
。
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１
番
・
入
江
議
員
の
質
問
の
、
今
別
分
署
の

負
担
金
、
そ
の
他
の
件
に
つ
い
て
、
お
話
し
ま

す
。

　

負
担
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら

の
戦
略
的
・
計
画
的
に
議
長
と
も
協
議
の
上
で

支
払
い
、
ま
た
志
し
の
あ
る
議
員
達
に
も
報
告

し
、
了
解
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

入
江
議
員
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
請
求

が
あ
っ
た
ら
、
た
だ
諾
々
と
無
条
件
で
支
払
う

の
は
無
為
無
策
で
あ
り
、
今
別
町
が
要
求
し
て

い
る
職
員
の
出
身
地
割
合
の
是
正
が
ま
ず
先
決

で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
町
の
責
任
者
と
し
て
、
町
の
不
利
益

に
な
る
事
は
絶
対
容
認
す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
考
え
た
の
は
、
議
会
と
協
議
を
重
ね

支
払
い
を
延
ば
し
、
行
政
訴
訟
に
持
ち
込
み
、

法
定
で
負
担
割
合
と
同
様
、
職
員
の
割
合
を
勝

ち
取
る
戦
略
を
取
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
消
防
管
理
者
と
厳
し
い
遣
り

取
り
が
、
４
月
か
ら
２
ヶ
月
間
で
、
６
回
に
渡

り
行
わ
れ
、
よ
う
や
く
６
月
13
日
に
管
理
者
で

あ
る
青
森
市
長
よ
り
、
私
達
が
強
く
求
め
て
い

た
出
身
地
割
合
の
是
正
案
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
私
達
の
戦
略
が
功
を
奏
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
東
奥
日
報
で
報

じ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

６
月
議
会
で
心
無
い
議
員
か
ら
、
町
の
利
益

を
損
ね
る
よ
う
な
発
言
が
あ
り
、
一
時
こ
の
問

題
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
再
三
の
話
し
合

い
を
重
ね
、島
中
議
長
に
も
同
席
を
お
願
い
し
、

管
理
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
良
く
話
し
合
い

ま
し
た
結
果
、
今
詰
め
の
交
渉
に
入
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
志
し
あ
る
議
員
達
と
も
話
し
合
い
、

戦
略
的
に
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
誤
り

は
無
く
、
む
し
ろ
そ
の
効
果
は
充
分
出
て
い
る

も
の
と
、確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
町
の
利
益
を
損
ね
、
水
を
差
す
恐

れ
の
あ
る
議
員
に
は
頼
ら
ず
、
町
の
方
針
で
あ

る
職
員
の
出
身
地
割
合
の
適
正
な
配
分
の
た

め
、
議
長
を
始
め
心
あ
る
議
員
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
、
よ
り
良
い
結
果
が
出
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

近
い
う
ち
に
必
ず
、
そ
の
成
果
が
出
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
入
江
議
員

が
言
う
、
小
鹿
町
長
は
「
自
分
の
誤
り
を
認
め

な
い
」
と
の
発
言
は
、
愚
か
な
発
言
で
あ
る
こ

と
が
露
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
町
長
の

発
言
は
誤
り
」
と
は
、
い
さ
さ
か
失
礼
で
は
な

い
か
、入
江
議
員
の
愚
か
な
無
為
無
策
そ
し
て
、

無
責
任
が
証
明
さ
れ
る
時
は
必
ず
来
ま
す
。

　

ま
た
、
外
ヶ
浜
の
町
長
の
件
に
つ
い
て
は
、

ノ
ー
コ
メ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

　

入
江
議
員
は
、
外
ヶ
浜
の
議
員
と
の
連
携
が

深
い
よ
う
で
す
か
ら
、
議
員
か
ら
お
聞
き
に

な
っ
た
ら
如
何
で
す
か
。そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

お
話
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
色
々
な
話
し
合
い
に
、
支
障
が
生
じ

る
懸
念
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
手

の
内
を
明
ら
か
に
し
た
場
合
、
外
ヶ
浜
の
議
員

に
通
じ
、
町
の
利
益
を
損
ね
、
話
し
合
い
に
水

を
差
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
言
う
議
員
が
居い

る
可
能
性
は
、
充
分
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
も
う
一
度
言
い
ま
す
。
先
週
も
電
話

で
青
森
市
長
と
詰
め
の
話
し
合
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

私
達
の
施
策
に
反
対
し
て
い
る
入
江
議
員
に

は
、詰
め
の
段
階
で
邪
魔
を
し
な
い
で
下
さ
い
。

○
消
費
税
増
税
法
案
が
強
行
採

決
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て

質
問　

⑴
野
田
内
閣
と
民
主
、
自
民
、
公
明
党

３
党
の
増
税
連
合
に
よ
り
、
消
費
税
大
増
税
法

案
が
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
経
済
も
国
民
の
暮
ら
し
も
台
無
し
に
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す
る
消
費
税
増
税
に
対
し
て
、
国
民
の
６
割
、

７
割
が
反
対
し
て
い
る
こ
の
ね
じ
れ
現
象
を
町

長
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

質
問　

⑵
し
か
も
こ
の
増
税
法
案
は
「
社
会
保

障
ど
こ
ろ
か
」、
社
会
保
障
を
立
て
直
す
最
低

限
の
約
束
も
投
げ
捨
て
、
国
民
に
耐
え
難
い
増

税
だ
け
を
押
し
付
け
た
の
が
３
党
合
意
で
し

た
。
さ
ら
に
民
主
・
自
民
・
公
明
は
、
消
費
税

増
税
で
増
え
た
税
収
を
大
型
開
発
に
回
す
し
く

み
も
明
記
し
ま
し
た
。
消
費
税
で
吸
い
上
げ
た

税
金
を
巨
額
の
公
共
事
業
に
費
や
し
な
が
ら
、

消
費
税
増
税
は
、「
社
会
保
障
の
た
め
」
な
ど

と
通
用
す
る
と
町
長
は
思
い
ま
す
か
。
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消
費
税
の
質
問
は
、
６
月
の
定
例
会
で
の
質

問
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
私
の

答
弁
も
ま
た
、
同
じ
と
な
り
ま
す
。
６
月
の
答

弁
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

○
北
海
道
新
幹
線
奥
津
軽
（
仮

称
）
駅
に
つ
い
て

質
問　

⑴
集
客
等
の
有
効
活
用
へ
の
行
政
の
取

り
組
み
は
あ
る
の
か
。

質
問　

⑵
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
は
構
築
さ
れ

て
い
る
か
。

質
問　

⑶
地
場
産
品
開
発
補
助
金
は
活
用
さ
れ

て
い
る
か
。

　

今
年
に
入
っ
て
、
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
も
決
ま

り
い
よ
い
よ
開
業
も
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し

た
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
開
業
の
際
は
、

ど
れ
く
ら
い
の
乗
降
客
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。
私
は
現
在
運
行
し
て
い
る
津
軽
海
峡
線

か
ら
見
て
も
多
く
は
望
め
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
の
取
り
組
み
と
し
て
ど
う
や
っ
て

集
客
し
、利
用
客
を
増
や
そ
う
と
考
え
ま
す
か
。

ま
た
、県
内
で
当
町
よ
り
先
に
で
き
た
青
森
市
、

八
戸
市
、
七
戸
町
の
例
が
あ
れ
ば
、
加
え
て
説

明
願
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
そ
う
で
す
が
、
今
年
に
入
り
今
別
町

内
で
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
、
セ
ミ

ナ
ー
や
交
流
会
が
開
か
れ
、
町
民
の
方
の
意
識

も
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
は
様
々
な
捉
え
方
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
す
が
、（
町
お
こ
し
は
町
単
独
で
は
で

き
な
い
、
津
軽
半
島
全
域
、
北
海
道
道
南
も
含

め
、
広
域
的
に
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
）
と
い
う
意
見
が
多
く
出
て
い
ま
し
た
。

私
も
同
感
で
す
。現
在
広
域
的
な
連
携
の
た
め
、

町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
か
説
明
願
い
ま
す
。

　

今
年
度
当
初
予
算
の
中
に
、
商
工
業
振
興
費

と
し
て
地
場
産
品
開
発
補
助
金
が
１
０
０
０
万

円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
特
産
物
に
付
加
価
値
を

付
け
、
町
民
の
町
お
こ
し
へ
の
意
識
も
高
ま
る

非
常
に
良
い
補
助
金
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
補
助
金
を
活
用
す
る
規
約
等
が

確
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し

た
。
利
用
状
況
と
合
わ
せ
て
説
明
願
い
ま
す
。

�
企
画
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⑴
の
質
問
に
つ
い
て

　

こ
の
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
６
月
議
会
で
も

お
答
え
し
ま
し
た
が
、
町
で
は
今
年
度
、「
今

別
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
応
援
隊
」
を

組
織
し
、
町
内
観
光
施
設
の
見
直
し
や
新
た
な

名
所
、
旧
跡
等
の
発
掘
な
ど
の
勉
強
会
を
実
施

し
、
観
光
ガ
イ
ド
周
遊
コ
ー
ス
の
選
定
等
の
作

業
を
進
め
、
試
験
的
な
運
用
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
誘
致
に
向
け
た
地
域
資
源
の

発
掘
等
事
業
と
し
て
県
民
局
と
連
携
し
、
事
業

を
実
施
し
て
お
り
県
外
か
ら
視
察
者
が
町
内
の

施
設
等
の
活
用
に
向
け
た
意
見
交
換
等
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
今
後
の
集
客
に
向

け
た
取
り
組
み
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

観
光
客
の
誘
客
に
欠
か
せ
な
い
２
次
交
通
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
周
遊
コ
ー
ス
の
選

定
を
進
め
、
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
選
定
で
は
、

広
域
関
係
市
町
村
と
バ
ス
活
用
計
画
の
協
議
も

含
め
、
様
々
な
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
備
え
た
交

通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
津
軽
海
峡
線
の
乗
降
客
か

ら
見
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
乗
降
客
は
見
込

め
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
停
車
本

数
の
増
加
を
含
め
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
れ

ば
、
先
に
開
業
し
た
県
内
外
の
乗
降
客
か
ら
の

推
計
に
な
り
ま
す
が
、
概
ね
２
０
０
人
程
度
が

見
込
め
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

先
進
地
の
青
森
市
な
ど
の
市
部
で
は
、
Ｊ
Ｒ

等
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
利
便
性
向
上
商

品
の
提
供
や
、
県
と
と
も
に
大
規
模
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
観
光
客
の
集
客
対
策
の
充
実

を
行
っ
て
お
り
、
七
戸
十
和
田
駅
で
は
、
周
辺

町
村
と
連
携
し
た
新
た
な
観
光
周
遊
コ
ー
ス
の

設
定
な
ど
連
携
し
た
事
業
を
進
め
な
が
ら
、
無

料
駐
車
場
に
よ
る
利
用
客
の
増
加
が
顕
著
に

な
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
先
に
お
答
え
し
た

と
お
り
、
県
民
局
と
連
携
し
た
「
食
」
を
中
心

と
し
た
新
た
な
町
の
魅
力
発
見
事
業
や
、
隠
れ

た
名
所
旧
跡
の
再
発
見
事
業
を
進
め
な
が
ら
、

今
後
策
定
さ
れ
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

主
体
に
、外
貨
の
獲
得
戦
略
を
構
築
し
な
が
ら
、

安
定
的
か
つ
効
果
的
に
観
光
客
を
誘
客
す
る
た

め
、
旅
行
業
者
と
の
意
見
交
換
会
や
近
隣
交
通

事
業
者
等
と
さ
ら
な
る
協
議
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

⑵
の
質
問
に
つ
い
て

　

ご
質
問
に
つ
い
て
も
６
月
議
会
で
お
答
え
し

ま
し
た
が
、「
新
幹
線
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等
に
よ

る
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら
、
県
関
係
機
関
と

連
携
し
た
地
域
活
用
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
お

り
、
近
隣
市
町
村
職
員
等
と
の
意
見
交
換
会
等

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
情
報
発
信
方
法
の
検
討
や
広
域

観
光
ル
ー
ト
の
策
定
に
よ
る
、
旅
行
者
の
た
め

の
魅
力
的
な
商
品
の
提
供
等
に
よ
る
誘
客
戦
略

の
構
築
な
ど
さ
ら
な
る
連
携
を
図
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
町
単
独
で
の
誘
客
が
難
し
い
中
、
近
隣
市

町
村
と
の
連
携
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
ご
指

摘
の
よ
う
な
有
効
活
用
に
向
け
た
検
討
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

⑶
の
質
問
に
つ
い
て

　

こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
幹
線
奥
津

軽
（
仮
称
）
駅
開
業
に
向
け
、
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
る
有
効
な
事
業
と
し
て
、
多

く
の
個
人
や
団
体
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
県
な
ど
と

の
調
整
が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
、
現
在
は
、
１
団

体
が
当
町
の
郷
土
芸
能
「
荒
馬
」
を
活
用
し
た

商
品
の
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
申
請
が
完

了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
食
材
を
活
用
し
た
特
産
品
づ

く
り
に
向
け
た
試
験
研
究
費
と
し
て
、
補
助
金

の
活
用
に
向
け
た
事
業
計
画
の
相
談
を
２
つ
の

団
体
か
ら
受
け
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
は
、補
助
金
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

10
月
号
の
広
報
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の
他
、
個
人
や
団

体
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
議
員
か
ら
も
特
産
品
の
開
発

に
向
け
た
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
児
童
の
就
学
環
境
に
つ
い
て

質
問　

⑴
報
道
等
で
騒
が
れ
て
い
る
い
じ
め
問

題
に
対
す
る
取
り
組
み
は
し
て
い
る
か
。

質
問　

⑵
小
中
学
児
童
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振

興
対
策
は
講
じ
て
い
る
か
。

　

最
近
、
報
道
等
で
い
じ
め
問
題
が
多
数
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。当
町
は
少
子
化
が
進
み
、

就
学
児
童
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
少
な
い

人
数
で
あ
っ
て
も
、
児
童
へ
の
細
や
か
な
ケ
ア

は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
い

じ
め
問
題
や
子
供
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て
取
り
組
み
は
し
て
い
ま
す
か
、
説

明
願
い
ま
す
。

　

町
立
体
育
館
が
、
無
く
な
っ
て
久
し
い
で
す

が
、
体
育
館
が
あ
っ
た
こ
ろ
に
は
バ
レ
ー
や
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
な
ど
子
供
か
ら
大
人
ま
で

利
用
し
て
い
ま
し
た
。今
は
、イ
ン
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
や
屋
外
で
出
来
る
も
の
で
あ
っ
て
も
冬
期
間

な
ど
は
思
う
よ
う
に
出
来
ま
せ
ん
。
せ
め
て
児

童
に
は
休
日
や
冬
期
間
で
あ
っ
て
も
自
由
に
の

び
の
び
と
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
環
境
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
質
問
で
す
。
児
童
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
い
う
観
点
か
ら
小
中
学
校
で
は
、
体
育
館
を

休
日
に
利
用
で
き
ま
す
か
。
ま
た
、
将
来
的
に

町
民
み
ん
な
が
使
え
る
町
立
体
育
館
の
整
備
を

す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

�
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⑴
の
質
問
に
つ
い
て

　

福
士
議
員
の
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

最
近
、
い
じ
め
に
よ
る
事
件
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
は
、
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
へ
の
取
組
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
じ
め
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、

ど
の
学
校
で
も
、
ど
の
子
に
も
起
こ
り
う
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
持
ち
、
学
校
教
育
に

携
わ
る
す
べ
て
の
関
係
者
一
人
ひ
と
り
が
、
改

め
て
こ
の
問
題
の
重
大
性
を
認
識
し
、
い
じ
め

の
兆
候
を
い
ち
早
く
把
握
し
て
、
迅
速
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
の
問
題
が
生
じ
た
と
き
は
、

そ
の
問
題
を
隠
さ
ず
、
学
校
・
教
育
委
員
会
と

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
対
処
し
て
い
く
べ
き

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
校
に
は
、
い

じ
め
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
や
い
じ
め
を
許

さ
な
い
学
校
づ
く
り
な
ど
、
常
日
頃
か
ら
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

�
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⑴
の
質
問
に
つ
い
て

　

各
学
校
で
は
、
毎
日
、
児
童
生
徒
が
発
す
る

危
険
信
号
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と

と
も
に
、
週
２
回
の
職
員
朝
会
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
毎
月
の
全
体
職
員
会
議
に
お
い
て
、
児

童
生
徒
に
関
し
た
情
報
を
共
有
し
、
い
じ
め
の

早
期
発
見
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
生
活
全

般
に
つ
い
て
の
教
育
相
談
を
行
い
な
が
ら
、
い

じ
め
に
関
係
し
た
実
態
の
把
握
に
も
努
め
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

⑵
の
質
問
に
つ
い
て

　

児
童
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
い
う
観
点
か
ら
小

中
学
校
で
は
体
育
館
を
休
日
に
利
用
で
き
る

か
。
ま
た
、
将
来
的
に
町
民
み
ん
な
が
使
え
る

町
立
体
育
館
の
整
備
を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

と
い
う
ご
質
問
で
す
が
、
現
在
、
町
立
体
育
館

が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
中
学
校
の
体
育
館
を

開
放
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。

　

た
だ
、
学
校
教
育
に
支
障
を
与
え
な
い
と
い

う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
部

活
等
で
使
用
し
て
い
な
い
時
間
帯
で
使
用
可
能

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
解
放
の
対
象
を

成
人
の
指
導
者
等
を
構
成
員
と
し
て
含
ん
で
い

る
団
体
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
は
勿
論
で
す
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
各

種
行
事
等
で
利
用
を
希
望
す
る
団
体
に
つ
い
て

も
、
教
育
委
員
会
の
方
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
町
立
体
育
館
の
整
備
を
す

福
　
士
　
直
　
治
　
議
員



（ 1 1 ）

る
考
え
は
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
現

在
の
学
校
開
放
を
続
け
て
い
く
中
で
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
所
存
で
す
の
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
広
域
消
防
に
つ
い
て

質
問　

⑴
今
別
分
署
の
経
費
負
担
割
合
と
、
職

員
の
出
身
地
割
合
に
つ
い
て
進
展
は
あ
る
の

か
。

質
問　

⑵
６
月
の
定
例
会
で
の
町
長
の
怒
声
を

上
げ
た
理
由
を
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

数
年
来
、
広
域
消
防
と
今
別
町
は
今
別
分
署

の
負
担
金
と
職
員
数
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
た

く
さ
ん
の
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

今
別
分
署
の
経
費
負
担
割
合
と
、
職
員
の
出
身

地
割
合
に
つ
い
て
進
展
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
繊
細
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
答
弁

で
き
る
範
囲
で
説
明
願
い
ま
す
。

　

前
回
の
議
会
に
お
い
て
、
町
長
は
同
僚
議
員

の
広
域
消
防
に
関
す
る
一
般
質
問
の
最
中
に
、

突
然
怒
声
を
上
げ
一
時
議
会
は
混
乱
し
ま
し

た
。
あ
の
時
な
ぜ
町
長
は
あ
の
よ
う
な
態
度
を

と
っ
た
の
で
す
か
。
町
民
も
そ
の
後
の
報
道
で

知
り
困
惑
し
て
い
ま
す
。
町
長
本
人
に
説
明
を

求
め
ま
す
。

�

町　

長�

　

福
士
直
治
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、
今
別
分

署
の
経
費
割
合
と
職
員
の
出
身
地
割
合
は
、
不

公
平
・
不
適
切
で
、こ
の
問
題
は
去
年
か
ら
色
々

話
し
合
い
を
続
け
て
来
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

難
し
く
、
町
で
は
議
会
と
も
協
議
を
重
ね
、
最

後
の
手
段
と
し
て
、
行
政
訴
訟
に
持
ち
込
み
、

裁
判
で
出
身
地
割
合
を
勝
ち
取
る
方
策
を
取
る

事
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
の
話
し
合
い
は
、
入
江
議
員
の
説
明

と
重
複
す
る
た
め
、
止
め
て
お
き
ま
す
の
で
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　

先
日
、
志
し
あ
る
議
員
の
皆
さ
ん
と
も
話
し

合
い
ま
し
た
、
議
会
閉
会
後
は
議
会
の
活
動
が

よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆

さ
ん
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

次
に
、
６
月
議
会
で
議
員
に
怒
声
を
上
げ
た

理
由
を
説
明
し
ろ
と
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
７

月
に
配
布
さ
れ
た
「
今
別
民
報
」
に
６
月
定
例

議
会
で
、
入
江
議
員
の
質
問
に
対
し
、「
自
分

の
誤
り
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
小
鹿
町
長
が
、

さ
ら
に
暴
言
を
吐
い
た
こ
と
は
許
し
が
た
い
行

為
で
、
強
く
抗
議
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
あ
り
ま
す
が
怒
ら
れ
た
理
由
は
何
も
書
い
て

い
ま
せ
ん
。

　

何
で
怒
鳴
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
は
っ

き
り
と
書
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
賢
く
無
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
ま
だ
そ

れ
だ
け
の
分
別
は
あ
り
ま
す
。
理
由
も
な
く
怒

る
ほ
ど
、
も
う
ろ
く
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

怒
鳴
っ
た
理
由
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

入
江
議
員
は
、
議
会
開
会
前
に
町
長
室
に
来

て
、２
時
間
程
に
渡
り
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　

消
防
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
状
況

を
話
し
、
管
理
者
と
の
交
渉
が
微
妙
な
段
階
に

あ
る
の
で
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
下
さ
い
と
話

を
し
た
ら
、
分
か
り
ま
し
た
の
で
質
問
の
申
込

み
を
取
り
消
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
問
題

も
良
く
話
し
合
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
と
、
握
手

を
し
て
帰
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
の
質
問
は
取
り
消
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
議
会
が
開
会
す
る

と
、
ど
う
言
う
理
由
か
、
約
束
を
破
り
信
頼
を

裏
切
り
、
議
員
と
し
て
の
信
義
に
も
劣
る
、
町

の
利
益
を
損
ね
、
議
会
と
協
議
を
重
ね
て
き
た

戦
略
に
水
を
差
し
、
発
言
に
私
は
一
瞬
、
外
ヶ

浜
の
議
員
が
何
で
こ
こ
に
居
る
の
か
と
、
錯
覚

を
覚
え
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

同
じ
共
産
党
で
も
、
こ
う
も
違
う
も
の
か

と
、
亡
く
な
っ
た
佐
藤
議
員
を
思
い
出
し
て
い

ま
す
。

　

佐
藤
議
員
は
、
町
の
利
益
を
損
ね
る
よ
う
な

事
は
決
し
て
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
私

が
困
っ
て
い
る
時
に
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
る
な
ど
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
、
入
江
議
員
は
自
分
の
不
都

合
な
点
は
隠
し
、
そ
れ
を
相
手
の
せ
い
に
す
る

と
は
、
ど
う
言
う
料り

ょ
う
け
ん簡か
、
議
員
の
風
上
に
も

置
け
な
い
と
思
い
、
強
く
反
省
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

6/11・12　ＪＲ北海道表敬訪問（札幌市）

6/28　常任委員会今別診療所視察（今別診療所）

7/19　東郡議長会主催の健康管理セミナーへ参加（蓬田村）

6/19　議会開催状況（役場議場）

7/12　県下町村議会議員研修会（青森市）

10/14　秋まつり（海峡あすなろ公園）

７月
12日　県下町村議会議員研修

会
19日　健康管理セミナー
20日　例月出納検査
23日～27日　決算監査
24日　広報委員会・議会運営

委員会
27日　臨時議会

８月
９日　議長・事務局長会議
20日　例月出納検査
25日　北海道新幹線起工式

９月
18日　議会運営委員会
20日　例月出納検査
21日～26日　第405回定例会

編 

集 

後 

記

　

10
期
30
年
間
、
町
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守

る
た
め
に
奮
闘
し
た
、
故
佐
藤
豪
議
員
の
遺
志
を

受
継
い
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
切
実
な
要
求
を
実

現
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

議
会
広
報
委
員　

入　

江　
　
　

獎

議会の動き



（ 1 2 ）（ 1 2 ）

　

こ
の
間
、
本
郷
鉄
男
さ

ん
（
大
川
平
）
の
畑
で
八

つ
子
の
栗
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
通
常
は
３
個
か
ら

４
個
ほ
ど
の
実
が
入
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
倍

に
も
な
る
数
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。「
毎
年
栗
を
と
っ

て
い
る
が
、
こ
ん
な
こ
と

は
初
め
て
だ
」
と
本
郷
さ

ん
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

�（
広
報
担
当　

奥
崎　

匠
）

まちの行事予定� （11／１～12／10）

※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

（９月１日から30日までの届出分）

　掲載を希望されない方は、届出の時に町民福祉課へ申し出下さい。また、東奥日報・東奥
ウェブについても同様に申し出て下さい。

お悔やみ申し上げます

　藤　本　す　が（92）今　別
　明　田　世　三（84）大川平
　秋　元　と　し（94）今　別
　工　藤　　孝　（89）今　別
　田　中　る　い（98）綱不知
　嶋　中　廣　明（62）西　田
　佐　藤　忠　衛（93）大川平
　大　川　ふみよ（93）今　別

編

集

後

記

町
の
元
気
な
子
ど
も
達

「
今
別
小
学
校
６
年
生
」

①
氏
名 

②
地
区
名 

③
将
来
の
夢
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小
学
校
最
後
の
学
習
発
表
会
、
ク
ラ

ス
の
め
あ
て
は「
限
界
を
つ
き
ぬ
け
ろ
」

で
し
た
。
最
初
は
、
津
軽
弁
だ
か
ら
簡

単
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
予
想
よ
り

な
ま
っ
て
い
て
難
し
か
っ
た
で
す
。
当

日
、
自
分
た
ち
の
番
に
な
っ
て
、
と
て

も
緊
張
し
た
け
ど
、
失
敗
す
る
こ
と
な

く
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
の
ま
ま

歌
も
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
帰
っ
た

ら
お
母
さ
ん
た
ち
が
「
ち
ゃ
ん
と
声
聞

こ
え
で
っ
た
よ
。」
と
言
っ
て
く
れ
て

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
学
習
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。
予
行

と
は
ち
が
っ
て
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
に
出
て
み
る
と
体
が
カ
チ
カ

チ
し
て
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
楽
し
く

な
っ
て
練
習
以
上
に
で
き
ま
し
た
。
直

す
所
を
何
回
も
練
習
し
ま
し
た
。
だ
か

ら
セ
リ
フ
を
か
ま
ず
に
演
技
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
た
ち
が

笑
っ
た
り
泣
い
た
り
し
て
く
れ
た
の
で

表
現
が
で
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。
合
唱

で
は
、
は
も
っ
て
い
た
の
で
自
分
の

パ
ー
ト
の
歌
声
に
合
わ
せ
ら
れ
た
と
思

い
ま
し
た
。
最
高
の
学
習
発
表
会
に
で

き
ま
し
た
。

①
平
野
内
晃こ
う

大だ
い

②
新
町
　

③
マ
ン
ガ
家

①
相
内
　
　
南
み
な
み

②
新
町

③
パ
テ
ィ
シ
エ

《あおもり家庭教育10か条》　－子どもには愛を伝え、手本を示し、ほめて、叱って、見守って－

家族の一員としての役割を持たせよう

　県立中央病院近くに、患者さんやご家族のための宿泊施設
「ファミリーハウスあおもり」がオープンしました。
【場所】青森市東造道1－3－1（県立中央病院徒歩５分、バス停近く）
【宿泊料金】シングル１泊2,500円（ツイン、新生児対応室あり）
　詳しくは、ファミリーハウスあおもりホームページをご覧く
ださい。

【申込み・問合せ先】
　ファミリーハウスあおもり　TEL 017－736－5332

　このコーナーでは、「北海道新幹線フォーラムin今別」の会場に展示され
た、今別小学校４・５・６年生の絵画を紹介します。

新幹線あーとぎゃらりぃ

11／13（火） ・就学時健診（今別小学校） 教　育

　　17（土） ・フィットネス教室① 教育(体協)

　　24（土） ・フィットネス教室② 教育(体協)

　　27（火） ・第１回高齢者世帯のつどい 社　協

　　30（金）
・介護保険料第４期納期限 町民福祉

・国民健康保険税第４期納期限 税　務

12／１（土） ・フィットネス教室③ 教育(体協)

　　２（日） ・第29回今別町総合福祉展《開発センター》 社　協

　　４（火） ・人権・行政相談《中央公民館》 総　務

　　５（水） ・幼児フッ素歯面塗布 町民福祉

　今年５月から改修中だった今別診療所は、外構工事も含め
て９月で工事が完了しました。
　新しい診療所で患者の皆さんをお待ちしております。

今別の姿
（平成24年９月30日現在）

　面　積　 125.28㎢

　人　口　　３,２36人（－13）

　　男　　　１,５07人（－ 4）

　　女　　　１,７29人（－ 9）

　世帯数　　１,５４3　（－ 4）
　　　　　　　（　）内は前月比

御存じですか？
「ファミリーハウスあおもり」

御存じですか？
「ファミリーハウスあおもり」

特選　５年　相内　吏
り

那
な

　さん　

５年　上山　　蓮
れん

　くん

５年　相内　若
わか

菜
な

　さん

推奨　５年　和島　　凛
りん

　くん

準特選　５年　畠山　拓
たく

斗
と

　くん　

５年　畑田　真
ま

友
ゆ

香
か

　さん　
普通の栗（左）と今回の
八つ子の栗（右）　　　　

今別診療所が新しくなりました

ファミリーハウスあおもり 検索


